
平成２４年２月６日（月）、７日（火）
独立行政法人日本学術振興会独立行政法人日本学術振興会
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新たに電子申請システムを新 電 申請 を
利用する事務手続き

＜補助金分＞

研究活動スタート支援に加え
て、以下の研究種目で電子
申請システムを利用します申請システムを利用します。

・特別推進研究
・新学術領域研究
基盤 究・基盤研究

・挑戦的萌芽研究
・若手研究

・赤枠： 新たに電子申請システムを利用する
事務手続き事務手続き

・青枠： 既に電子申請システムを利用している
事務手続き 2



平成２４年度新規課題分

＜基金分＞

新たに電子申請システムを
利用します。

継続課題分

・赤枠： 新たに電子申請システムを利用する
事務手続き事務手続き

・青枠： 既に電子申請システムを利用している
事務手続き 3



本日の説明内容本日の説明内容

Ⅰ．交付申請時の操作方法についてⅠ．交付申請時の操作方法について

（補助金分、基金分） ・・・スライド5～

Ⅱ．支払請求時の操作方法について
（基金分・２年度目以降） ・・・スライド104～

Ⅲ．実施状況報告時の操作方法について

（基金分） ・・・スライド136～

Ⅳ．基金分における留意点 ・・・スライド165～
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Ⅰ 交付申請時の操作方法についてⅠ．交付申請時の操作方法について
（補助金分、基金分）（補助金分、基金分）
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交付申請時の手続きの流れ
（補助金分 基金分共通）

＜日本学術振興会＞ ＜日本学術振興会＞

（補助金分・基金分共通）
＜日本学術振興会＞

・各研究機関毎に内定情報を開示

＜日本学術振興会＞

・交付申請書、交付（支払）請求書受理

スライド7～52
＜研究機関担当者＞

・e‐Rad研究者情報の新規登録・更新e‐Rad研究者情報の新規登録 更新
・研究機関情報更新
・内定情報更新（e‐Radとの同期）
・内定情報送信
・辞退、留保情報登録

スライド53～58
＜研究機関担当者＞

・交付申請書、交付（支払）請求書確定、送信・提出辞退、留保情報登録
・転出情報登録
・転入情報承認
・間接経費辞退情報登録

スライド59～67
＜部局担当者＞

スライド68～72
＜部局担当者＞＜部局担当者＞

・内定情報送信

スライド73 103

＜部局担当者＞
・交付申請書、交付（支払）請求書確認、送信・提出

スライド73～103
＜研究者＞

・交付申請書、交付（支払）請求書作成、送信・提出
6



交付申請時の手続きの流れ
（補助金分 基金分共通）

機関担当者

（補助金分・基金分共通）
＜日本学術振興会＞ ＜日本学術振興会＞＜日本学術振興会＞

・各研究機関毎に内定情報を開示

＜日本学術振興会＞
・交付申請書、交付（支払）請求書受理

＜研究機関担当者＞
・e‐Radの研究者情報更新
・研究機関情報更新

＜研究機関担当者＞
・e‐Rad研究者情報の新規登録・更新
・研究機関情報更新研究機関情報更新

・内定情報更新（e‐Radとの同期）
・内定情報送信
・辞退、留保情報登録

＜研究機関担当者＞
・交付申請書、交付（支払）請求書確定、送信・提出

研究機関情報更新
・内定情報更新（e‐Radとの同期）
・内定情報送信
・辞退、留保情報登録

・転出情報登録
・転入情報承認
・間接経費辞退情報登録

・転出情報登録
・転入情報承認
・間接経費辞退情報登録

＜部局担当者＞
内定情報送信

＜部局担当者＞
交付申請書 交付（支払）請求書確認 送信 提出・内定情報送信

究者

・交付申請書、交付（支払）請求書確認、送信・提出

＜研究者＞
・交付申請書、交付（支払）請求書作成、送信・提出 7



機関担当者

交付申請における交付申請における
研究機関担当者の手続き研究機関担 者 手続
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機関担当者

日本学術振興会から開示された日本学術振興会から開示された
内定情報の確認内定情報の確認

・ 科研費の内定後、日本学術振興会が電子申請システム

上で 内定情報を開示します上で、内定情報を開示します。

研究機関担当者は、電子申請システム上で内定情報を

確認することができます確認することができます。
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① e‐Radにログインし、「科研費電子申請システム」の「所属研究機関担当者向け

機関担当者

① 、 科研費電 申請 」 所属研究機関 者
メニュー 」を表示してください。

② メニュー下方にある「交付申請の手続を行う」をクリックしてください。

ここをクリックしてください。
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③ 所属研究機関担当者向けメニュー（交付申請等）が表示されます。
これから説明する所属研究機関担当者が行う手続きは、全てこの画面から

行 くださ

機関担当者

行ってください。
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④ 「内定情報検索・通知、転出情報登録」をクリックしてください。

機関担当者

ここをクリックしてくださいここをクリックしてください。
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⑤ 「内定情報検索」画面が表示されますので、条件を設定して、確認を行い
たい内定情報を検索してください。

機関担当者
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⑥ 日本学術振興会が開示を行った内定情報が、一覧表示されます。
機関担当者
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研究者が交付申請書及び交付（支払）
機関担当者

研究者が交付申請書及び交付（支払）
請求書を作成、送信・提出する前の手続き

必ず内定情報を送信する前に登録
・間接経費辞退情報登録

必ず内定情報を送信する前に登録
を行ってください。

・内定情報送信・内定情報送信

必ずしも内定情報を送信する前に
・e‐Rad研究者情報の新規登録・更新
・内定情報更新（e Radとの同期） 必ずしも内定情報を送信する前に

更新、登録、承認を行う必要はあ
りませんが、できるだけ速やかに
手続きを行 てください

・内定情報更新（e‐Radとの同期）
・研究機関情報更新
・辞退、留保情報登録
転出情報登録 手続きを行ってください。・転出情報登録

・転入情報承認
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機関担当者

間接経費辞退情報登録手続き

・ 間接経費の辞退を行う研究課題の情報を登録します・ 間接経費の辞退を行う研究課題の情報を登録します。

・ この登録を行うことで、研究者が作成する「交付申請書」の登録を行う とで、研究者が作成する 交付申請書」

及び「交付（支払）請求書」の間接経費の金額が「０円」と

なります。

・ この手続きは、必ず内定情報を送信する前に行ってくだ

さい。
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① 所属研究機関担当者向けメニュー（交付申請等）を表示し、「間接経費辞退
情報登録 出力」をクリックしてください。

機関担当者

情報登録、出力」をクリックしてください。

ここをクリックしてください。
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② 「間接経費辞退情報検索」画面が表示されますので、条件を設定して、情報
の登録を行いたい研究課題を検索してください。

機関担当者

の登録を行いたい研究課題を検索してください。
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③ 情報を登録したい研究課題の選択を「する」に変更し、「間接経費辞退情報
登録」をクリックしてください。

機関担当者

ここをクリックしてくださいここをクリックしてくださいここをクリックしてください。ここをクリックしてください。

ここをクリックすると、「間接経費辞退届」
がのPDFファイルを出力することができます。

④ その後、画面の指示に従ってください。 19



機関担当者

内定情報送信手続き

・ 日本学術振興会から開示された内定情報を 部局担当者・ 日本学術振興会から開示された内定情報を、部局担当者

または研究者に送信します。
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① 所属研究機関担当者向けメニュー（交付申請等）を表示し、「内定情報検索
・通知、転出情報登録」をクリックしてください。

機関担当者

ここをクリックしてくださいここをクリックしてください。

部局担当者又は研究者に未配信の研究課題がある場合部局担当者又は研究者に未配信の研究課題がある場合、
赤字で「※未配信の課題があります。」と表示されます。
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② 「内定情報検索」画面が表示されますので、条件を設定して、送信を行いた
い研究課題を検索してください。

機関担当者

い研究課題を検索してください。
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③ 送信を行いたい研究課題の選択を「する」に変更し、「部局への内定者情報
の通知」もしくは「申請者への内定者情報の通知」をクリックしてください。

機関担当者

部局担当者がいる場合は部局担当者がいる場合は、
こちらをクリックしてください。

部局担当者がいない場合は、
こちらをクリックしてください。

ここをクリックしてください。
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④ 「部局への内定者情報の通知」をクリックした場合、部局担当者への「内定
情報の通知」画面が表示されますので、必要事項を入力し、 「次へ進む」を
クリ クし くださ

機関担当者

クリックしてください。

経費管理担当者の情報を入力することができます。
ただし、部局担当者が経費管理担当者を入力する
場合（部局毎に経費管理担当者がいる場合など）場合（部局毎に経費管理担当者がいる場合など）
は、空欄のままで通知を行ってください。

様式A‐2‐1またはD‐2‐1「交付申請書」様式A 2 1またはD 2 1 交付申請書」
のこの部分に反映されます。

⑤ その後、画面の指示に従ってください。

ここをクリックしてください。
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⑥ 「申請者への内定者情報の通知」をクリックした場合、申請者への「内定情報
の通知」画面が表示されますので、必要事項を入力し、 「次へ進む」をクリック
し くださ

機関担当者

してください。

経費管理担当者の情報を必ず入力してください経費管理担当者の情報を必ず入力してください。

様式A‐2‐1またはD‐2‐1「交付申請書」様式A 2 1またはD 2 1 交付申請書」
のこの部分に反映されます。

⑦ その後、画面の指示に従ってください。

ここをクリックしてください。
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e‐Rad研究者情報の
機関担当者

新規登録・更新手続き
・ e‐Radの研究者情報を新規登録又は更新します。

e‐Radの操作方法については、以下のURLを参照してください。e adの操作方法に いては、以下のU を参照してください。

＜e‐Radトップページ： http://www.e‐rad.go.jp/index.html ＞

・ 内定情報は、e‐Radの研究者情報を基に、部局担当者へ

送信されます。また、交付申請書及び交付（支払）請求書

の研究代表者の部局情報、職情報は、 e‐Radの研究者情

報を基に自動表示されます。

そのため、できるだけ速やかにe‐Radの研究者情報の新

規登録・更新を行ってください。

・ 必ずしも、部局担当者又は研究者に内定情報を送信する

前に、e‐Radの研究者情報を新規登録・更新する必要はあ

りません。 26



機関担当者

内定情報更新（e‐Radとの同期）
続き手続き

・ 日本学術振興会から開示される内定情報は、

研究代表者の応募時の部局番号、職番号を

基に作成されています （継続課題については、

日本学術振興会が把握している最新の部局

番号、職番号を基に作成されています）。

e‐Radと同期することによって、その番号を

登録され る番号 更新 ますe‐Radに登録されている番号に更新します。

必ずしも 部局担当者又は研究者に内定情報・ 必ずしも、部局担当者又は研究者に内定情報

を送信する前に、内定情報更新（e‐Radとの同期）

を行う必要はありませんを行う必要はありません。

27



（１） e‐Radとの同期後、内定情報を （２） 内定情報を部局担当者に送信後、e‐Radとの

機関担当者（例）応募時等の後に、部局を異動した研究者がいる場合

部局担当者に送信する場合

＜日本学術振興会＞
応募時等の部局情報

＜日本学術振興会＞
応募時等の部局情報で内定情報を開示

同期を行う場合

応募時等の部局情報
で内定情報を開示

＜研究機関担当者＞

応募時等の部局情報で内定情報を開示

＜研究機関担当者＞

部局を異動した研究者の情報を

＜研究機関担当者＞

内定情報を部局担当者に送信

異動後の部局の担当者
が内定情報を確認可能

e‐Radで更新（旧部局→新部局） 異動前の部局の担当者
が内定情報を確認可能

内定情報をe‐Radと同期し、更新 ＜研究機関担当者＞

部局を異動した研究者の情報を
この処理
は 何度

内定情報を部局担当者に送信

部局を異動した研究者の情報を
e‐Radで更新（旧部局→新部局）

は、何度
でも行う
ことが可
能です

異動後の部局の担当者

内定情報をe‐Radと同期し、更新
能です。

異動後の部局の担当者
が内定情報を確認可能

異動前の部局の担当者
が内定情報を確認可能

異動後の部局の担当者
が内定情報を確認可能28



① 所属研究機関担当者向けメニュー（交付申請等）を表示し、「内定通知情報
更新（e‐Radと同期）」をクリックしてください。

機関担当者

更新（e Radと同期）」をクリックしてください。

ここをクリックしてください。

29



② 「内定通知情報検索」画面が表示されますので、条件を設定して、情報の
更新を行いたい研究課題を検索してください。

機関担当者

更新を行いたい研究課題を検索してください。

・「差異あり」：日本学術振興会から開示された内定情報と、e‐Radの登録情報に差異がある情報を検索できます。
・「差異なし」：日本学術振興会から開示された内定情報と、e‐Radの登録情報に差異がない情報を検索できます。
・「自機関登録なし」：転出、退職等により、e‐Rad上で自機関の登録がない情報を検索できます。
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③ 情報を更新したい研究課題の選択を「する」に変更し、「e‐Radと同期」をクリ
ックしてください。

機関担当者

ここをクリックしてください。ここをクリックしてください。

④ その後、画面の指示に従ってください。 31



研究機関情報更新手続き
機関担当者

・ 研究者が作成する交付申請書及び交付（支払）請求書
に表示する「研究機関情報」を更新します。に表示する「研究機関情報」を更新します。

・ 基金が振り込まれる口座の情報を更新します。
（補助金振込口座情報の更新については 従来どおり（補助金振込口座情報の更新については、従来どおり
様式A‐5「振込口座届」により行ってください。）

初 申請 申請 続・ 初めて電子申請システムにより交付申請手続きを行う
場合は、必ずここで「研究機関情報」を登録する必要が
あります。（基金の振り込みを受ける場合は、「基金のあります。（基金の振り込みを受ける場合は、 基金の
振込口座情報」も登録する必要があります。）登録しな
かった場合、交付申請書及び交付（支払）請求書の確定、
送信 提出処理が行えません送信・提出処理が行えません。

２回目以降の交付申請手続きの場合は、登録してある
情報に変更が生じた場合のみ、更新いただければ結構
です。

・ 必ずしも 部局担当者又は研究者に内定情報を送信す必ずしも、部局担当者又は研究者に内定情報を送信す
る前に、研究機関情報を更新する必要はありません。

32



① 所属研究機関担当者向けメニュー（交付申請等）を表示し、「所属研究機関
情報更新」をクリックしてください

機関担当者

情報更新」をクリックしてください。

ここをクリックしてください。
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② 「所属研究機関情報更新」画面が表示されますので、必要事項を入力し、
「次へ進む」をクリックしてください。

機関担当者

様式A‐2‐1またはD‐2‐1「交付申請
書」のこの部分に反映されます書」のこの部分に反映されます。

様式A‐4‐1「交付請求書」またはD‐4「支払
請求書」のこの部分に反映されます。

ここに登録された口座に、
基金が振り込まれます。

③ その後、画面の指示に従ってください。 34



機関担当者

辞退、留保情報登録手続き

交付申請の辞退 または交付申請の留保を行う研究・ 交付申請の辞退、または交付申請の留保を行う研究

課題の情報を登録します。

・ 必ずしも、部局担当者又は研究者に内定情報を送信す

る前に 辞退 留保情報を登録する必要はありませんる前に、辞退、留保情報を登録する必要はありません。
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① 所属研究機関担当者向けメニュー（交付申請等）を表示し、「辞退・留保情報
登録、出力」をクリックしてください。

機関担当者

ここをクリックしてくださいここをクリックしてください。

36



② 「辞退・留保情報検索」画面が表示されますので、条件を設定して、情報の
登録を行いたい研究課題を検索してください。

機関担当者

登録を行いたい研究課題を検索してください。

37



③ 「辞退・留保情報一覧」画面が表示されますので、辞退、留保を行いたい
研究課題の「登録」ボタンをクリックしてください。

機関担当者

研究課題の「登録」ボタンをクリックしてください。

「留保」の場合はこちらを
クリックしてください。

「辞退」の場合はこちらを
クリックしてください。

ここをクリックすると、「辞退届」、「留保届」
のPDFファイルを出力することができます。

38



④ 「辞退」の「登録」をクリックした場合、「交付申請辞退情報登録」画面が
表示されますので 必要事項を入力し 「次へ進む」をクリックしてください。

機関担当者

表示されますので、必要事項を入力し、「次へ進む」をクリックしてください。

ここをクリックしてください。

⑤ その後、画面の指示に従ってください。 39



⑥ 「留保」の「登録」をクリックした場合、「交付申請留保情報登録」画面が
表示されますので 必要事項を入力し 「次へ進む」をクリックしてください。

機関担当者

表示されますので、必要事項を入力し、「次へ進む」をクリックしてください。

ここをクリックしてください。

⑦ その後、画面の指示に従ってください。 40



転出情報登録手続き

機関担当者

転出情報登録手続き
自機関からの他機関 転出した研究者がいる場合・ 自機関からの他機関へ転出した研究者がいる場合、

転出者の情報を登録します。

・ 転出情報の登録を行うことで、異動先の機関が「転入

情報の承認」及び「転入者への内定情報通知」を行う

ことができるようになります。

・ 転出情報の登録を行うに当たり、パスワードを設定す

る必要があります。このパスワードは、別途異動先の

機関担当者に連絡する必要があります （誤った機関機関担当者に連絡する必要があります。（誤った機関

に誤配信してしまった場合を考慮し、このような仕様と

なっています。）なっています。）

・ 必ずしも、部局担当者又は研究者に内定情報を送信

する前に、転出情報を登録する必要はありません。
41



① 所属研究機関担当者向けメニュー（交付申請等）を表示し、「内定情報検索
・通知、転出情報登録」をクリックしてください。

機関担当者

ここをクリックしてくださいここをクリックしてください。
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② 「内定情報検索」画面が表示されますので、条件を設定して、登録を行いた
い研究課題を検索してください。

機関担当者

い研究課題を検索してください。
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③ 「内定情報一覧」画面が表示されますので、転出処理を行いたい研究課題
の「登録」ボタンをクリックしてください。

機関担当者

の「登録」ボタンをクリックしてください。

ここをクリックしてください。
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④ 「転出情報登録」画面が表示されますので、必要事項を入力し、「次へ
進む」をクリックしてください。

機関担当者

進む」をクリックしてください。

転出情報を登録する際には、半角英数字６～１６文字の
「パスワード」を設定する必要があります。
このパスワードは 異動先の機関が転入情報を承認するこのパスワ ドは、異動先の機関が転入情報を承認する
際に必要となりますので、必ず異動先の機関担当者に連
絡してください。

ここをクリックしてください

⑤ その後、画面の指示に従ってください。

ここをクリックしてください。
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機関担当者

転入情報承認手続き

・ 他機関が「転出情報登録」を行った研究課題について他機関が「転出情報登録」を行った研究課題について、

「転入情報の承認」手続きを行います。

・ 転入情報の承認を行うことで、自機関に異動してきた

研究者の研究課題について、「内定情報通知」を行うこ研究者の研究課題に いて、 内定情報通知」を行う

とができるようになります。

・ 転入情報の承認を行った後は、必ず当該研究課題の

「内定情報送信手続き」等を行ってください。

46



① 所属研究機関担当者向けメニュー（交付申請等）を表示し、「転入情報承認、
転出情報再承認」をクリックしてください。

機関担当者

ここをクリックしてください。をクリックしてくださ 。

47



② 「他機関からの転入情報の承認」画面が表示されますので、転入承認を行
いたい研究課題の情報を入力し 「OK」ボタンをクリックしてください。

機関担当者

いたい研究課題の情報を入力し、「OK」ボタンをクリックしてください。

異動前の機関から連絡を受けた
「パスワード」を入力してください。スワ ド」を入力してください。

ここをクリックしてください。

48



③ 「他機関からの転入情報の承認確認」画面が表示されますので、情報に誤り
がないかを確認してください。誤りがあった場合は 異動前の研究機関に連絡

機関担当者

がないかを確認してください。誤りがあった場合は、異動前の研究機関に連絡
してください。確認後、誤りがなければ「OK」をクリックしてください。

ここをクリックしてください。

④ その後、画面の指示に従ってください。 49



機関担当者

（補足）内定情報CSVの出力（補足）内定情報CSVの出力

・ これまで文部科学省、日本学術振興会から紙で送付

していた内定情報を、研究機関担当者が電子申請シス

テムからCSVファイルで出力することができます。

・ 日本学術振興会が開示を行った当初の内定情報と、

e‐Radとの同期を行い、研究者の所属部局等の情報を

新 定情報 を す最新化した内定情報の、２通りのCSVファイルを出力す

ることができます。

50



① 所属研究機関担当者向けメニュー（交付申請等）を表示し、「内定情報CSV
出力」をクリックしてください。

機関担当者

出力」をクリックしてください。

ここをクリックしてください。
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② 「内定情報CSV出力」画面が表示されますので、内定情報のCSVファイルを
出力したい研究種目の「CSV出力」ボタンをクリックしてください。

機関担当者

e‐Radとの同期を行い所属部局等の情報
を最新化した内定情報を出力できます。

日本学術振興会が開示を行った
当初の内定情報を出力できます。
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機関担当者

研究者が交付申請書及び
交付（支払）請求書を交付（支払）請求書を

作成 送信・提出した後の手続き作成、送信・提出した後の手続き

53



機関担当者

交付申請書 交付（支払）請求書交付申請書、交付（支払）請求書
確定、送信・提出手続き確定、送信 提出手続き

・ 研究者が作成、送信・提出を行い、更に部局担当者が

確認 送信・提出を行った交付申請書及び交付（支払）確認、送信 提出を行った交付申請書及び交付（支払）

請求書を確定し、日本学術振興会への送信・提出を行

います。います。

54



① 所属研究機関担当者向けメニュー（交付申請等）を表示し、「交付申請書
・交付（支払）請求書確認、確定・送信」をクリックしてください。

機関担当者

補助金分の確定、送信を行う
場合は こちらをクリックして

基金分の確定、送信を行う
場合は こちらをクリックして場合は、こちらをクリックして

ください。
場合は、こちらをクリックして
ください。

部局担当者又は研究者から送信済みで、かつ
日本学術振興会に未送信の研究課題がある場合、
「※未送信の課題があります。」と表示されます。55



② 「交付申請情報検索」画面が表示されますので、条件を設定して、確定、
送信・提出を行いたい研究課題を検索してください。

機関担当者

部局担当者又は研究者から送信済みで、かつ
日本学術振興会に未送信の研究課題がある
場合 当該種目名の横に「※未送信課題あり場合、当該種目名の横に「※未送信課題あり」
と表示されます。
その場合、研究種目名のリンクをクリックする
ことで、当該研究種目の未送信課題一覧をとで、当該研究種目の未送信課題 覧を
表示することができます。

56



③ 確定、送信・提出を行いたい研究課題の選択を「する」に変更し、「確定・送
信」をクリックしてください。

機関担当者

ここから、交付申請情報一覧
CSVを出力することが可能ですCSVを出力することが可能です。

ここをクリックしてください。ここをクリックしてください。

④ その後、画面の指示に従ってください。 57



⑤ 所属研究機関担当者向けメニュー（交付申請等）の「提出書（表紙）出力」
から、交付申請書及び交付（支払）請求書の提出書（表紙）を出力することが
できます

機関担当者

できます。

基金分の提出書（表紙）を出力
補助金分の提出書（表紙）を出力
する場合は、こちらをクリックしてく
ださい。

基金分の提出書（表紙）を出力
する場合は、こちらをクリックして
ください。

ださい。

提出書（表紙）とは、補助金分は様式A‐1及びA‐3によ紙
り、基金分は様式D‐1及びD‐3により従来機関担当者に
作成していただいていたものです。 58



交付申請時の手続きの流れ
（補助金分 基金分共通）

部局担当者

（補助金分・基金分共通）
＜日本学術振興会＞ ＜日本学術振興会＞＜日本学術振興会＞

・各研究機関毎に内定情報を開示

＜日本学術振興会＞
・交付申請書、交付（支払）請求書受理

＜研究機関担当者＞
・e‐Rad研究者情報の新規登録・更新
・研究機関情報更新研究機関情報更新
・内定情報更新（e‐Radとの同期）
・内定情報送信
・辞退、留保情報登録

＜研究機関担当者＞
・交付申請書、交付（支払）請求書確定、送信・提出

・転出情報登録
・転入情報承認
・間接経費辞退情報登録

＜部局担当者＞
内定情報送信

＜部局担当者＞
交付申請書 交付（支払）請求書確認 送信 提出・内定情報送信

究者

・交付申請書、交付（支払）請求書確認、送信・提出

＜研究者＞
・交付申請書、交付（支払）請求書作成、送信・提出 59



部局担当者

交付申請における交付申請における
部局担当者の手続き部局担 者 手続

60



部局担当者

研究者が交付申請書及び
交付（支払）請求書を交付（支払）請求書を

作成 送信・提出する前の手続き作成、送信・提出する前の手続き

61



部局担当者

内定情報送信手続き

研究機関担当者が送信した内定情報を 研究者に送信・ 研究機関担当者が送信した内定情報を、研究者に送信

します。

62



① 所属研究機関担当者と同様の操作を行い、部局担当者向けメニュー（交付
申請等）を表示してください

部局担当者

申請等）を表示してください。
これから説明する部局担当者が行う手続きは、全てこの画面から行ってください。
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② 「内定情報検索・通知」をクリックしてください。
部局担当者

ここをクリックしてください。

研究者に未配信の研究課題がある場合、赤字で
「※未配信の課題があります。」と表示されます。
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③ 「内定情報検索」画面が表示されますので、条件を設定して、送信を行いた
い研究課題を検索してください。

部局担当者

い研究課題を検索してください。

65



④ 研究機関担当者が部局担当者への送信を行った内定情報が一覧表示され
ます。研究者に送信を行いたい研究課題の選択を「する」に変更し、「申請者へ

内定者情報 通知 をクリ クし くださ

部局担当者

の内定者情報の通知」をクリックしてください。

ここから、内定情報一覧CSV
を出力することが可能です。

ここをクリックしてください。ここをクリックしてください。

66



⑤ 必要事項を入力し、「次へ進む」をクリックしてください。
部局担当者

様式A‐2‐1またはD‐2‐1「交付申請書」
のこの部分に反映されます。

⑥ その後、画面の指示に従ってください。

ここをクリックしてください。
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部局担当者

研究者が交付申請書及び
交付（支払）請求書を交付（支払）請求書を

作成 送信・提出した後の手続き作成、送信・提出した後の手続き

68



部局担当者

交付申請書 交付（支払）請求書交付申請書、交付（支払）請求書
確認、送信・提出手続き確認、送信 提出手続き

・ 研究者が作成、送信を行った交付申請書及び

交付（支払）請求書を確認し 所属研究機関担交付（支払）請求書を確認し、所属研究機関担

当者への送信・提出を行います。

69



① 部局担当者向けメニュー（交付申請等）を表示し、「交付申請書・交付（支払）
請求書確認・送信」をクリックしてください。

部局担当者

補助金分の確認、送信を行う
場合は、こちらをクリックしてく

基金分の確認、送信を行う
場合は、こちらをクリックして場合は、こちらをクリックしてく

ださい。
場合は、こちらをクリックして
ください。

研究者から送信済みで、かつ所属研究
機関担当者に未送信の研究課題がある
場合 「※未送信の課題があります。」と場合、「※未送信の課題があります。」と
表示されます。
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② 「交付申請情報検索」画面が表示されますので、条件を設定して、確認、送
信・提出を行いたい研究課題を検索してください。

部局担当者

研究者から送信済みで、かつ所属研究機関
担当者に未送信の研究課題がある場合、当
該種目名の横に「※未送信課題あり」と表示
されますされます。
その場合、研究種目名のリンクをクリックする
ことで、当該研究種目の未送信課題一覧を
表示することができます。表示する とができます。

71



③ 確認、送信・提出を行いたい研究課題の選択を「する」に変更し、「確認・送
信」をクリックしてください。

部局担当者

ここから、交付申請情報一覧から、交付申請情報 覧
CSVを出力することが可能です。

ここをクリックしてください。ここをクリックしてください。をクリック く さ 。をクリック く さ 。

④ その後、画面の指示に従ってください。 72



交付申請時の手続きの流れ
（補助金分 基金分共通）

研究者

（補助金分・基金分共通）
＜日本学術振興会＞ ＜日本学術振興会＞＜日本学術振興会＞

・各研究機関毎に内定情報を開示

＜日本学術振興会＞
・交付申請書、交付（支払）請求書受理

＜研究機関担当者＞
・e‐Rad研究者情報の新規登録・更新
・研究機関情報更新研究機関情報更新
・内定情報更新（e‐Radとの同期）
・内定情報送信
・辞退、留保情報登録

＜研究機関担当者＞
・交付申請書、交付（支払）請求書確定、送信・提出

・転出情報登録
・転入情報承認
・間接経費辞退情報登録

＜部局担当者＞
内定情報送信

＜部局担当者＞
交付申請書 交付（支払）請求書確認 送信 提出・内定情報送信

究者

・交付申請書、交付（支払）請求書確認、送信・提出

＜研究者＞
・交付申請書、交付（支払）請求書作成、送信・提出 73



研究者

交付申請における交付申請における
研究者の手続き研究者の手続き

74



研究者

交付申請書及び交付（支払）
請求書 作成 送信 提出請求書の作成、送信・提出

・ 補助金分の研究種目については交付申請書と

交付請求書を、基金分の研究種目については交

付申請書と支払請求書を作成し、部局担当者又

は所属研究機関担当者に送信・提出します。

・ こまめに一時保存を行ってください。

（応募に比べ、電子申請システムに入力する必要

がある項目が多いので、特に注意してください。）

（通常３０分以上何もボタン操作を行わなかった

場合、セッションタイムアウトしてしまい、入力した

情報が消 があ す情報が消えてしまうことがあります。）
75



研究者

補 金 究種補助金分の研究種目における
操作方法操作方法

76



① e‐Radにログインし、「科研費電子申請システム」の「応募者向けメニュー 」を
表示してください。

研究者

② メニュー下方にある「交付申請の手続を行う」をクリックしてください。

ここをクリックしてください。
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③ 申請者向けメニューが表示されます。交付内定が行われた研究課題が表示され
ますので、その課題の右に表示されている「交付申請情報入力」をクリックしてください。

研究者

ここをクリックしてください。

所属研究機関担当者及び部局担当者が内定情報を
送信済みの場合、「交付申請情報入力」ボタンが出現
します。します。
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④ 「科学研究費補助金の使用にあたっての確認書」画面が表示されます。
「確認書」ボタンから適宜確認書の様式をダウンロードしてください。

そ 後 「同意 ボタ をクリ クし くださ

研究者

その後、「同意」ボタンをクリックしてください。

確認書の様式は ここからダウン確認書の様式は、ここからダウン
ロードできます。

をクリ クしてくださいここをクリックしてください。
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⑤ 「所属研究機関情報及び代表者情報等の確認」画面が表示されます。
自動表示されている内容の確認を行うとともに、必要事項の入力を行って
くださ そ 後 「次 進む をクリ クし くださ

研究者

ください。その後、「次へ進む」をクリックしてください。

研究代表者の情報は、e‐Radの最新情報が表示されます。
情報に誤りがある場合は、e‐Radの情報を修正してください。
また、部局名及び職名に正式名称が別にある場合（部局名
が「899 その他の研究科」となっていたり、職名が「その他」
となっている場合等）、それぞれの入力欄に正式名称を入
力してください。

ここをクリックしてください。
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⑥ 「直接経費の費目別内訳の入力」画面が表示されます。
内定額が自動表示されますので、直接経費の費目別内訳を入力してください。
また 分割請求が必要な場合は 前期分の請求額 後期分の請求額をそれぞ

研究者

また、分割請求が必要な場合は、前期分の請求額、後期分の請求額をそれぞ
れ入力してください。その後、「次へ進む」をクリックしてください。

平成２４年度から分割請求の対象種目が拡大平成２４年度から分割請求の対象種目が拡大
します。（平成２３年度から一部で導入済み。）

平成２４年度の請求額が「３００万円以上」の場合

直接経費の費目別内訳を入力してください

平成２４年度の請求額が「３００万円以上」の場合、
必ず分割請求を行ってください。

直接経費の費目別内訳を入力してください。

前期分の請求額、後期分の請求額を入力してください。

ここをクリックしてください。 81



⑦ 「補助事業者等の入力」画面が表示されます。
応募時もしくは前年度の交付申請時等の研究組織情報が自動表示されますの
で、適宜研究分担者の追加、削除を行った上で、必要事項を入力してください。

研究者

で、適宜研究分担者の追加、削除を行った上で、必要事項を入力してください。
その後、「次へ進む」をクリックしてください。

ここで、交付申請書に出力する分担
者の順番を設定することができます

自動表示されている研究組織から分担者を外し
たい場合は、ここにチェックを入れてください。

者の順番を設定することができます。

全ての分担者について、「本人承
諾済」のチェックを入れてください。

分担者を追加したい場合は、「追加」を
クリックして入力欄を追加してください。

ここをクリックしてください。 82



⑧ 「研究概要の入力」画面が表示されます。必要事項を入力し、「次へ進む」を
クリックしてください。

研究者

ここをクリックしてください。
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⑨ 「主要な物品の内訳の入力」画面が表示されます。適宜入力欄を追加しながら
必要事項を入力し、「次へ進む」をクリックしてください。

研究者

ここをクリックすると、
入力欄を追加できます。入力欄を追加できます。

ここをクリックしてください。
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⑩ 「交付請求書情報表示」画面が表示されます。表示されている内容を確認し、
問題がなければ「次へ進む」をクリックしてください。

研究者

ここをクリックしてください。
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⑪ 入力した情報のPDFファイルへの変換が行われた後、「交付申請書・交付請求書
確認」画面が表示されます。確認用のPDFファイルをダウンロードして内容を確認し、

研究者

問題がなければ「確認完了・送信」をクリックしてください。問題があった場合は「修
正」をクリックし、再び入力画面に戻ってください。

ここから、確認用のPDFファイル（「提出確認用」という透かし
文字が入ります）をダウンロードすることができます。
※最終版ではありませんので、ご注意ください。

内容に問題がなければこ
ちらをクリックしてください 内容に問題があった場合はちらをクリックしてください。 内容に問題があった場合は

こちらをクリックしてください。
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⑫ その後画面の指示に従っていただければ、「交付申請書・交付請求書情報
送信完了」画面が表示されます。この画面で、「最終版の」交付申請書及び交

研究者

付請求書のPDFファイルをダウンロードすることができます。
PDFファイルをダウンロード後は、「OK」ボタンをクリックしてください。

ここから、「最終版の」PDFファイル
をダウンロードすることができます。

ここをクリックしてください。
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⑬ 「処理状況一覧」画面が表示されます。今回交付申請手続きを行った研究課題
の処理状況欄が、「所属研究機関受付中」となっていれば手続き終了です。

研究者

この画面でも、交付申請書及び交付請求書の
「最終版の」PDFファイルをダウンロードすること
ができます。
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⑭ 「処理状況一覧」画面は、申請者向けメニューから表示することもできます。
交付申請書、交付請求書を作成済みの研究課題または交付申請手続き中に一時
保存を行 た研究課題に は 「交付申請情報入力 ボタ が「処理状況 確

研究者

保存を行った研究課題については、「交付申請情報入力」ボタンが「処理状況の確
認」に表示が変わっていますので、そちらをクリックしてください。

「交付申請情報入力」から「処理
状況の確認」に表示が変わります。

交 申請 続き中 時保存 究 作成交付申請手続き中に一時保存した研究課題の作成
を再開する場合は、この方法により「処理状況一覧」
画面を表示した上で、「再開」ボタンをクリックしてくだ
さい。
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研究者

基金 究種基金分の研究種目における
操作方法操作方法
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① 補助金分と同様の操作により申請者向けメニューを表示します。交付内定が行
われた研究課題が表示されますので、その課題の右に表示されている「交付申請
情報入力 をクリ クし くださ

研究者

情報入力」をクリックしてください。

ここをクリックしてくださいここをクリックしてください。

所属研究機関担当者及び部局担当者が内定情報を
送信済みの場合、「交付申請情報入力」ボタンが出現
します。します。
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② 「科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）の使用にあたっての確認
書」画面が表示されます。「確認書」ボタンから適宜確認書の様式をダウンロード

研究者

してください。その後、「同意」ボタンをクリックしてください。

確認書の様式は、ここからダウン
ロードできます。

ここをクリックしてくださいここをクリックしてください。
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③ 「所属研究機関情報及び代表者情報等の確認」画面が表示されます。
自動表示されている内容の確認を行うとともに、必要事項の入力を行って
くださ そ 後 「次 進む をクリ クし くださ

研究者

ください。その後、「次へ進む」をクリックしてください。

研究代表者の情報は、e‐Radの最新情報が表示されます。
情報に誤りがある場合は、e‐Radの情報を修正してください。
また、部局名及び職名に正式名称が別にある場合（部局名、部 職 称 別 あ 場 （部
が「899 その他の研究科」となっていたり、職名が「その他」
となっている場合等） 、それぞれの入力欄に正式名称を入
力してください。

ここをクリックしてください。
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④ 「直接経費の費目別内訳の入力」画面が表示されます。
内定額が自動表示されますので、直接経費の費目別内訳を入力してください。
また 分割請求が必要な場合は 前期分の請求額 後期分の請求額をそれぞ

研究者

また、分割請求が必要な場合は、前期分の請求額、後期分の請求額をそれぞ
れ入力してください。その後、「次へ進む」をクリックしてください

直接経費の費目別内訳を入力してください。
補助金分と異なり、内定を受けた全ての年度
の内訳について入力してください。

前期分の請求額、後期分の請求額を入力してください。

ここをクリックしてください。 94



⑤ 「主要な物品の内訳の入力」画面が表示されます。適宜入力欄を追加しながら
必要事項を入力し、「次へ進む」をクリックしてください。ここでは、補助事業期間
全体を通じ 購入を予定し る主要な物品 内訳を入力し くださ

研究者

全体を通じて購入を予定している主要な物品の内訳を入力してください。

ここをクリックすると、
入力欄を追加 きます入力欄を追加できます。

ここをクリックしてください。。
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⑥ 「研究概要の入力」画面が表示されます。必要事項を入力し、「次へ進む」を
クリックしてください。

研究者

補助金分と異なり、内定を受けた全ての補助金分と異なり、内定を受けた全ての
年度の研究実施計画を入力してください。
なお、ここには、補助事業期間に応じた
入力欄が自動的に設けられます。欄 動 設 す

ここをクリックしてください。
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⑦ 「補助事業者等の入力（交付申請書）」画面が表示されます。
応募時の研究組織情報が自動表示されますので、適宜研究分担者の追加、
削除を行った上で 必要事項を入力してください その後 「次へ進む」をクリ

研究者

削除を行った上で、必要事項を入力してください。その後、「次へ進む」をクリ
ックしてください。

ここで、交付申請書に出力する分担
者の順番を設定することができます

入力時点で自動表示されている研究組織から分担者
を外したい場合は、ここにチェックを入れてください。

者の順番を設定することができます。

全ての分担者について、「本人承
諾済」のチェックを入れてください。

この画面では、補助事業期間全体を通じた
研究組織の情報を入力してください （平成

分担者を追加したい場合は、「追加」を
クリックして入力欄を追加してください。

研究組織の情報を入力してください。（平成
２４年度の研究組織情報ではありません。）

ここをクリックしてください。 97



⑧ 「補助事業者等の入力（支払請求書）」画面が表示されます。
前の画面で入力を行った研究組織情報が自動表示されますので、必要事項を
入力し くださ そ 後 「次 進む をクリ クし くださ

研究者

入力してください。その後、「次へ進む」をクリックしてください。

この画面では、平成２４年度の研究組織情報この画面では、平成２４年度の研究組織情報
を入力してください。（補助事業期間全体を通
じた研究組織の情報ではありません。）

ここをクリックしてください。
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⑨ 「支払請求書情報表示」画面が表示されます。表示されている内容を確認し、
問題がなければ「次へ進む」をクリックしてください。

研究者

ここをクリックしてください。
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⑩ 入力した情報のPDFファイルへの変換が行われた後、「交付申請書・支払請求書
確認」画面が表示されます。確認用のPDFファイルをダウンロードして内容を確認し、

研究者

問題がなければ「確認完了・送信」をクリックしてください。問題があった場合は「修
正」をクリックし、再び入力画面に戻ってください。

から 確認用 イ （「提出確認用 と う透かしここから、確認用のPDFファイル（「提出確認用」という透かし
文字が入ります）をダウンロードすることができます。
※最終版ではありませんので、ご注意ください。

内容に問題がなければこ
ちらをクリックしてください。 内容に問題があった場合はちらをクリックしてくださ 。

こちらをクリックしてください。
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⑪ その後画面の指示に従っていただければ、「交付申請書・支払請求書情報
送信完了」画面が表示されます。この画面で、「最終版の」交付申請書及び支

研究者

払請求書のPDFファイルをダウンロードすることができます。
PDFファイルをダウンロード後は、「OK」ボタンをクリックしてください。

ここから、「最終版の」PDFファイル
をダウンロードすることができます。

ここをクリックしてください。
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⑫ 「課題管理（学術研究助成基金助成金） 」画面が表示されます。今回交付申請
手続きを行った研究課題の「交付申請書」及び「支払請求書」欄が、「所属研究機

研究者

関受付中」となっていれば手続き終了です。

この画面でも、交付申請書及び支払請求書の
「最終版の」PDFファイルをダウンロードすること
ができますができます。
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⑬ 課題管理（学術研究助成基金助成金）画面は、申請者向けメニューから表示す
ることもできます。交付申請書、支払請求書を作成済みの研究課題または交付申
請手続き中に 時保存を行 た研究課題に は 「交付申請情報入力 ボタ

研究者

請手続き中に一時保存を行った研究課題については、「交付申請情報入力」ボタン
が「処理状況の確認」に表示が変わっていますので、そちらをクリックしてください。

「交付申請情報入力」から「処理
状況の確認」に表示が変わります。

交付申請手続き中に一時保存した研究課題の作成
を再開する場合は、この方法により「課題管理」画面
を表 た 「 開 ボタ をク ク くださを表示した上で、「再開」ボタンをクリックしてください。
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Ⅱ 支払請求時の操作方法についてⅡ．支払請求時の操作方法について
（基金分・２年度目以降）（基金分 年度目以降）
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支払請求時の手続きの流れ（基金分）
スライド106～112
＜研究機関担当者＞

・e Rad研究者情報の新規登録・更新・e‐Rad研究者情報の新規登録・更新
・研究機関情報更新

スライド124～135
＜研究者＞

・支払請求書作成 送信・提出支払請求書作成、送信 提出

スライド118～123スライド118～123
＜部局担当者＞

・支払請求書送信・提出

スライド113～117
＜研究機関担当者＞＜研究機関担当者＞

・支払請求書確定、送信・提出

＜日本学術振興会＞

・支払請求書受理
105



支払請求時の手続きの流れ（基金分）
機関担当者

＜研究機関担当者＞
・e‐Rad研究者情報の新規登録・更新

・研究機関情報更新研究機関情報更新

＜研究者＞
・支払請求書作成、送信・提出

＜部局担当者＞
・支払請求書送信・提出

＜研究機関担当者＞
・支払請求書確定、送信・提出

＜日本学術振興会＞
・支払請求書受理 106



機関担当者

支払請求における支払請求 おける
研究機関担当者の手続き
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機関担当者

研究者が支払請求書を研究者 支払請求書を
作成、送信・提出する前の手続き
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機関担当者

e‐Rad研究者情報の
新規登録 新 続き新規登録・更新手続き

・ e‐Radの研究者情報を新規登録又は更新します。

e‐Radの操作方法については、以下のURLを参照してください。

＜e‐Radトップページ： http://www.e‐rad.go.jp/index.html ＞

・ 支払請求書の研究代表者の部局情報、職情報は、 e‐Rad

研究者情報を基に自動表示されますの研究者情報を基に自動表示されます。

そのため、できるだけ速やかにe‐Radの研究者情報の新規

登録 更新を行 てください登録・更新を行ってください。
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究機関情報 新手続き

機関担当者

研究機関情報更新手続き
・ 研究者が作成する支払請求書に表示する「研究機関

情報」を更新します。

・ 基金が振り込まれる口座の情報を更新します。

・ 初めて電子申請システムにより支払請求手続きを行う

場合は 必ずここで「研究機関情報 及び「基金の振込場合は、必ずここで「研究機関情報」及び「基金の振込

口座情報」を登録する必要があります。登録しなかった

場合 支払請求書の確定 送信 提出処理が行えません場合、支払請求書の確定、送信・提出処理が行えません。

２回目以降の支払請求手続きの場合は、登録してある

情報に変更が生じた場合のみ 更新いただければ結構情報に変更が生じた場合のみ、更新いただければ結構

です。
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① 所属研究機関担当者向けメニュー（交付申請等）を表示し、「所属研究機関
情報更新」をクリックしてください

機関担当者

情報更新」をクリックしてください。

ここをクリックしてください。
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② 「所属研究機関情報更新」画面が表示されますので、必要事項を入力し、
「次へ進む」をクリックしてください。

機関担当者

様式F‐2「支払請求書」の
この部分に反映されますこの部分に反映されます。

ここに登録された口座に、
基金が振り込まれます。

③ その後、画面の指示に従ってください。 112



機関担当者

研究者が支払請求書を研究者 支払請求書を
作成、送信・提出した後の手続き
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機関担当者

支払請求書確定 送信・提出支払請求書確定、送信 提出
手続き手続き

・ 研究者が作成、送信・提出を行い、更に部局担当者が

送信・提出を行った支払請求書を確定し 日本学術振興送信 提出を行った支払請求書を確定し、日本学術振興

会への送信・提出を行います。
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① 所属研究機関担当者向けメニュー（交付申請等）を表示し、「支払請求書の
確定・送信（翌年度以降）」をクリックしてください。

機関担当者

確定 送信（翌年度以降）」をクリックしてください。

ここをクリックしてください。

部局担当者又は研究者から送信済みで、かつ
日本学術振興会に未送信の研究課題がある場合、
「※未送信の課題があります。」と表示されます。115



② 「支払請求情報検索」画面が表示されますので、条件を設定して、確定、
送信・提出を行いたい課題を検索してください。

機関担当者

部局担当者又は研究者から送信済みで、かつ
日本学術振興会に未送信の研究課題がある振 究
場合、当該種目名の横に「※未送信課題あり」
と表示されます。
その場合、研究種目名のリンクをクリックする
ことで 当該研究種目の未送信課題一覧をことで、当該研究種目の未送信課題一覧を
表示することができます。
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③ 確定、送信・提出を行いたい研究課題の選択を「する」に変更し、「確定・送
信」をクリックしてください。

機関担当者

ここから、支払請求情報一覧から、支払請求情報 覧
CSVを出力することが可能です。

ここをクリックしてください。ここをクリックしてください。

④ その後、画面の指示に従ってください。 117



支払請求時の手続きの流れ（基金分）
部局担当者

＜研究機関担当者＞
・e‐Rad研究者情報の新規登録・更新

・研究機関情報更新研究機関情報更新

＜研究者＞
・支払請求書作成、送信・提出

＜部局担当者＞
・支払請求書送信・提出

＜研究機関担当者＞
・支払請求書確定、送信・提出

＜日本学術振興会＞
・支払請求書受理 118



部局担当者

支払請求における支払請求における
部局担当者の手続き
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部局担当者

支払請求書送信・提出手続き

・ 研究者が作成、送信・提出を行った支払請求書を、所属

研究機関担当者に送信・提出します研究機関担当者に送信 提出します。
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① 部局担当者向けメニュー（交付申請等）を表示し、「支払請求書の送信（翌
年度以降）」をクリックしてください。

部局担当者

ここをクリックしてください。

研究者から送信済みで、かつ所属研究

機関担当者に未送信の研究課題がある
場合 「※未送信の課題があります。」と場合、「※未送信の課題があります。」と
表示されます。
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② 「支払請求情報検索」画面が表示されますので、条件を設定して、送信・提
出を行いたい研究課題を検索してください。

部局担当者

研究者から送信済みで、かつ所属研究機関
担当者に未送信の研究課題がある場合、当
該種目名の横に「※未送信課題あり」と表示
されますされます。
その場合、研究種目名のリンクをクリックする
ことで、当該研究種目の未送信課題一覧を
表示することができます。表示する とができます。
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③ 送信を行いたい研究課題の選択を「する」に変更し、「確認・送信」をクリック
してください。

部局担当者

ここから、支払請求情報一覧
CSVを出力することが可能ですCSVを出力することが可能です。

ここをクリックしてくださいここをクリックしてくださいここをクリックしてください。ここをクリックしてください。

④ その後、画面の指示に従ってください。 123



支払請求時の手続きの流れ（基金分）
研究者

＜研究機関担当者＞
・e‐Rad研究者情報の新規登録・更新

・研究機関情報更新研究機関情報更新

＜研究者＞
・支払請求書作成、送信・提出

＜部局担当者＞
・支払請求書送信・提出

＜研究機関担当者＞
・支払請求書確定、送信・提出

＜日本学術振興会＞
・支払請求書受理 124



研究者

支払請求における支払請求における
研究者の手続き
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研究者

支払請求書の作成、送信・提出
手続き

・ 基金分の２年度目以降の支払請求書を作成し、

部局担当者又は所属研究機関担当者に送信・提

出します。

・ こまめに一時保存を行ってください。

（応募に比べ、電子申請システムに入力する必要

がある項目が多いので、特に注意してください。）

（通常３０分以上何もボタン操作を行わなかった

場合、セッションタイムアウトしてしまい、入力した

情報が消えてしまうことがあります。）
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① 申請者向けメニューを表示します。基金分の継続課題が表示されますので、
その研究課題の右に表示されている「処理状況の確認」をクリックしてください。

研究者

ここをクリックしてください。
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② 「課題管理（学術研究助成基金助成金）」画面が表示されます。平成２４年度の
「支払請求書」欄にある、「入力」ボタンをクリックしてください。

研究者

ここをクリックしてください。
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③ 「請求情報の入力」画面が表示されます。自動表示されている内容の確認を
行うとともに、必要事項の入力を行ってください。その後、「次へ進む」をクリック
し くださ

研究者

してください。

研究代表者の情報は e Radの最新情報が表示されます研究代表者の情報は、e‐Radの最新情報が表示されます。
情報に誤りがある場合は、e‐Radの情報を修正してください。
また、部局名及び職名に正式名称が別にある場合（部局名
が「899 その他の研究科」となっていたり、職名が「その他」
となっている場合等） 、それぞれの入力欄に正式名称を入
力してください。

金額を入力してください。

ここをクリックしてください。 129



④ 「支払請求書情報表示」画面が表示されます。表示されている内容を確認し、
問題がなければ「次へ進む」をクリックしてください。

研究者

問題がなければ「次へ進む」をクリックしてください。

ここをクリックしてください。
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⑤ 「補助事業者等の入力」画面が表示されます。
研究組織の情報が自動表示されますので、必要事項を入力してください。
そ 後 「次 進む をクリ クし くださ

研究者

その後、「次へ進む」をクリックしてください。

この画面では、平成２４年度の研究組織情報
を入力してください。（補助事業期間全体を通を入力してください。（補助事業期間全体を通
じた研究組織の情報ではありません。）

支払請求書 は 研究分担者 追加 削除は き

ここで、支払請求書に出力する分担
者の順番を設定することができます。

支払請求書では、研究分担者の追加・削除はでき
ません。研究分担者の追加・削除を行う場合は、様
式F‐9「研究分担者変更承認申請書」による手続き
が別途必要になりますので、ご注意ください。が別途必要になりますので、ご注意ください。

ここをクリックしてください。をクリック く さ 。
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⑥ 「変更後の請求（予定）額及び研究実施計画の入力」画面が表示されますので、
必要事項を入力してください。その後、「次へ進む」をクリックしてください。

研究者

この画面は、「請求情報の入力」画面で入力した
平成２４年度の請求額が、日本学術振興会に提

出済みの交付申請書もしくは前倒し支払請求書
等に記載の金額と異なる場合のみ表示されます。
それ以外の場合は表示されず、次の「支払請求
書確認」画面が表示されます。

平成２４年度の請求額を変更したことに伴う
平成２５年度以降の請求予定額を入力して
くださいください。

平成２５年度以降に請求予定であった金額平成２５年度以降に請求予定であった金額
を、平成２４年度に前倒しで請求する場合、
「前倒し支払請求をする。」にチェックを入れ、
この欄を入力してください。
前倒 請求す 合 す前倒しで請求する場合以外は入力不要です。

次ページへ続く 132



前ページからの続き
研究者

請求（予定）額を変更したことに伴う平成２４請求（予定）額を変更したことに伴う平成２４
年度以降の研究実施計画を入力してくださ
い。

今回計画を変更したことにより 新たに購入今回計画を変更したことにより、新たに購入
することとなった主要な物品の内訳を入力し
てください。

ここをクリックしてください。
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⑦ 入力した情報のPDFファイルへの変換が行われた後、「支払請求書確認」画面
が表示されます。確認用のPDFファイルをダウンロードして内容を確認し、問題が

研究者

なければ「確認完了・送信」をクリックしてください。問題があった場合は「修正」を
クリックし、再び入力画面に戻ってください。

ここから、確認用のPDFファイル（「提出確認用」という透かし
文字が入ります）をダウンロードすることができます。
※最終版ではありませんので、ご注意ください。

内容に問題がなければこ
ちらをクリックしてください。 内容に問題があった場合は

こちらをクリックしてください。
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⑧ その後画面の指示に従っていただければ、「課題管理（学術研究助成基金助成
金） 」画面が表示されます。今回支払請求手続きを行った研究課題の「支払請求

研究者

金） 」画面が表示されます。今回支払請求手続きを行った研究課題の「支払請求
書」欄が、「所属研究機関受付中」となっていれば手続き終了です。

この画面で、支払請求書の「最終版の」
PDFファイルをダウンロードすることがPDFファイルをダウン ドする とが
できます。
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Ⅲ．実施状況報告時の操作方法について
（基金分）
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実施状況報告時の手続きの流れ実施状況報告時の手続きの流れ
（基金分）

スライド150～164
＜研究者＞

・実施状況報告書作成 送信・提出・実施状況報告書作成、送信・提出

スライド144～149
＜部局担当者＞

実施状況報告書送信 提出・実施状況報告書送信・提出

スライド138～143
＜研究機関担当者＞

・実施状況報告書送信・提出・実施状況報告書送信・提出

＜日本学術振興会＞

・実施状況報告書受理 137



実施状況報告時の手続きの流れ
機関担当者

実施状況報告時の手続きの流れ
（基金分）

＜研究者＞
・実施状況報告書作成 送信・提出・実施状況報告書作成、送信・提出

＜部局担当者＞
・実施状況報告書送信・提出

＜研究機関担当者＞
・実施状況報告書送信・提出

＜日本学術振興会＞
・実施状況報告書受理 138



機関担当者

実施状況報告における実施状況報告 おける
研究機関担当者の手続き
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実施状況報告書送信 提出

機関担当者

実施状況報告書送信・提出
手続き手続き

・ 研究者が作成 送信・提出を行い 更に部局担当研究者が作成、送信 提出を行い、更に部局担当

者が送信・提出を行った実施状況報告書を、日本学

術振興会に送信・提出します。術振興会に送信 提出します。

・ 実施状況報告書は、研究者が平成２４年３月３１日実施状況報告書は、研究者が平成２４年３月３１日

時点で所属していた研究機関を通して送信・提出し

ていただく必要があります。平成２４年４月１日以降

に他機関に異動し、e‐Radで転出処理を行った研究

者の実施状況報告書についても、平成２４年３月３１日

時点で当該研究者が所属していた研究機関の担当

者宛に送信・提出されてくる仕様となっていますので、

忘れずに日本学術振興会に送信・提出してください。
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① 所属研究機関担当者向けメニュー（交付申請等）を表示し、「実施状況報告」
をクリックしてください。

機関担当者

部局担当者又は研究者から送信済みで、かつ
日本学術振興会に未送信の研究課題がある場合、
「※未送信の課題があります と表示されます「※未送信の課題があります。」と表示されます。

ここをクリックしてください。
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② 「実施状況報告検索」画面が表示されますので、条件を設定して、送信・提
出を行いたい課題を検索してください。

機関担当者

部局担当者又は研究者から送信済みで、かつ
日本学術振興会に未送信の研究課題がある
場合 当該種目名の横に「※未送信課題あり」場合、当該種目名の横に「※未送信課題あり」
と表示されます。
その場合、研究種目名のリンクをクリックする
ことで、当該研究種目の未送信課題一覧を

が表示することができます。
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③ 送信・提出を行いたい研究課題の選択を「する」に変更し、「確定・送信」を
クリックしてください。

機関担当者

ここから、実施状況報告一覧
CSVを出力することが可能です。

ここをクリックしてください。ここをクリックしてください。

④ その後、画面の指示に従ってください。 143



実施状況報告時の手続きの流れ
部局担当者

実施状況報告時の手続きの流れ
（基金分）

＜研究者＞
・実施状況報告書作成 送信・提出・実施状況報告書作成、送信・提出

＜部局担当者＞
・実施状況報告書送信・提出

＜研究機関担当者＞
・実施状況報告書送信・提出

＜日本学術振興会＞
・実施状況報告書受理 144



部局担当者

実施状況報告における実施状況報告 おける
部局担当者の手続き
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部局担当者

実施状況報告書送信・提出
手続き手続き

・ 研究者が作成、送信・提出を行った実施状況報告書を、

所属研究機関担当者に送信・提出します。

・ 実施状況報告書は、研究者が平成２４年３月３１日時点

で所属していた部局を通して送信 提出していただく必要で所属していた部局を通して送信・提出していただく必要

があります。平成２４年４月１日以降に他部局に異動し、

e‐Radで所属部局を変更済みの研究者の実施状況報告書e Radで所属部局を変更済みの研究者の実施状況報告書

についても、平成２４年３月３１日時点で当該研究者が所

属していた部局の担当者宛に送信・提出されてくる仕様と

なっていますので、忘れずに所属研究機関担当者に送信・

提出してください。
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① 部局担当者向けメニュー（交付申請等）を表示し、「実施状況報告」をクリック
してください。

部局担当者

ここをクリックしてください。

研究者から送信済みで、かつ所属研究
機関担当者に未送信の研究課題がある
場合 「※未送信の課題があります。」と場合、「※未送信の課題があります。」と
表示されます。
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② 「実施状況報告検索」画面が表示されますので、条件を設定して、送信・提
出を行いたい研究課題を検索してください。

部局担当者

研究者から送信済みで、かつ所属研究機関
担当者に未送信の研究課題がある場合、当
該種目名の横に「※未送信課題あり」と表示
されますされます。
その場合、研究種目名のリンクをクリックする
ことで、当該研究種目の未送信課題一覧を
表示することができます。表示する とができます。
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③ 送信・提出を行いたい研究課題の選択を「する」に変更し、「確認・送信」を
クリックしてください。

部局担当者

ここから 実施状況報告一覧ここから、実施状況報告 覧
CSVを出力することが可能です。

ここをクリックしてくださいここをクリックしてくださいここをクリックしてください。ここをクリックしてください。

④ その後、画面の指示に従ってください。 149



実施状況報告時の手続きの流れ
研究者

実施状況報告時の手続きの流れ
（基金分）

＜研究者＞
・実施状況報告書作成 送信・提出・実施状況報告書作成、送信・提出

＜部局担当者＞
・実施状況報告書送信・提出

＜研究機関担当者＞
・実施状況報告書送信・提出

＜日本学術振興会＞
・実施状況報告書受理 150



研究者

実施状況報告における
研究者の手続き
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実施状況報告書の作成、 研究者

送信・提出手続き
・ 基金分初年度の実施状況報告書を作成し、部局担

当者又は所属研究機関担当者に送信・提出します。

・ 実施状況報告書の研究者情報は、平成２４年３月
３１日時点の情報を入力する必要があります。平成
２４年３月３１日時点の情報が自動表示される仕様に２４年３月３１日時点の情報が自動表示される仕様に
はなっていますが、情報に誤りがある場合は、適宜
修正してください。

また 平成２４年４月１日以降に研究機関等を異動また、平成２４年４月１日以降に研究機関等を異動
済みであっても、確認完了・送信処理を行った際、実
施状況報告書は平成２４年３月３１日時点で所属して
いた研究機関（部局）に送信 提出されますいた研究機関（部局）に送信・提出されます。

・ こまめに一時保存を行ってください。
（応募に比べ 電子申請シ ムに入力する必要が（応募に比べ、電子申請システムに入力する必要が
ある項目が多いので、特に注意してください。）
（通常３０分以上何もボタン操作を行わなかった場合、

タ 情報が消セッションタイムアウトしてしまい、入力した情報が消
えてしまうことがあります。） 152



① 申請者向けメニューを表示します。基金分の継続課題が表示されますので、
その研究課題の右に表示されている「処理状況の確認」をクリックしてください。

研究者

ここをクリックしてください。ここをクリックしてください。

153



② 「課題管理（学術研究助成基金助成金）」画面が表示されます。平成２３年度の
「実施状況報告書」欄にある、「入力」ボタンをクリックしてください。

研究者

ここをクリックしてください。
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③ 「所属研究機関情報及び代表者情報等の確認」画面が表示されます。自動表示
されている内容の確認を行うとともに、必要事項の入力を行ってください。その後、
「次 進む をクリ クし くださ

研究者

「次へ進む」をクリックしてください。

研究代表者の情報は 平成２４年３月３１日時点での情報研究代表者の情報は、平成２４年３月３１日時点での情報
が表示されます。情報に誤りがある場合は、入力欄に正しい
情報を入力してください。
また、部局名及び職名に正式名称が別にある場合（部局名
が「899 その他の研究科」となっていたり、職名が「その他」
となっている場合等）も、それぞれの入力欄に正式名称を入
力してください。

ここをクリックしてください。
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④ 「費目別収支状況の入力」画面が表示されますので、必要事項を入力し、
「次へ進む」をクリックしてください。

研究者

ここをクリックしてください。
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⑤ 「主要な物品明細書の入力」画面が表示されます。適宜入力欄を追加しながら
必要事項を入力し、「次へ進む」をクリックしてください。

研究者

ここをクリックするとここをクリックすると、
入力欄を追加できます。

ここをクリックしてください。
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⑥ 「補助事業者等の入力」画面が表示されます。研究組織の情報が自動表示
されますので、必要事項を入力してください。その後、「次へ進む」をクリックして
くださ

研究者

ください。

研究分担者が６名以上の場合、ここにチェックボックスが
出現しますので、研究実施状況報告書に表示する「５名」
を選択し チ クボ クスにチ クを入れてくださいを選択し、チェックボックスにチェックを入れてください。

↑様式F 7 1「研究実施状況報告書」のこの部分に反映されます↑様式F‐7‐1「研究実施状況報告書」のこの部分に反映されます。

研究分担者の情報は、平成２４年３月３１日時点での情報
が表示されます 情報に誤りがある場合は 入力欄に正しいが表示されます。情報に誤りがある場合は、入力欄に正しい
情報を入力してください。
また、部局名及び職名に正式名称が別にある場合（部局名
が「899 その他の研究科」となっていたり、職名が「その他」
とな る場合等）も れぞれ 力欄 式名称をとなっている場合等）も、それぞれの入力欄に正式名称を入
力してください。

ここをクリックしてください。
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⑦ 「研究実績の概要の入力」画面が表示されますので、必要事項を入力して
ください。その後、「次へ進む」をクリックしてください。

研究者

ここをクリックしてください。 159



⑧ 「研究発表の入力」画面が表示されますので、適宜入力欄を追加しながら
必要事項を入力し、「次へ進む」をクリックしてください。

研究者

ここをクリックしてください。
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⑨ 「産業財産権の入力」画面が表示されますので、適宜入力欄を追加しながら
必要事項を入力し、「次へ進む」をクリックしてください。

研究者

ここをクリ クしてくださいここをクリックしてください。
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⑩ 入力した情報のPDFファイルへの変換が行われた後、「実施状況報告書確認」
画面が表示されます。確認用のPDFファイルをダウンロードして内容を確認し、問

研究者

題がなければ「確認完了・送信」をクリックしてください。問題があった場合は「修
正」をクリックし、再び入力画面に戻ってください。

ここから、確認用のPDFファイル（「提出確認用」という透かし
文字が入ります）をダウンロードすることができます。
※最終版ではありませんので、ご注意ください。

内容に問題がなければこ
ちらをクリックしてください。

内容に問題があった場合は
こちらをクリックしてください。
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⑪ その後画面の指示に従っていただければ、「実施状況報告書情報送信完了」
画面が表示されます。この画面で、「最終版の」収支状況報告書及び研究実施

研究者

状況報告書のPDFファイルをダウンロードすることができます。
PDFファイルをダウンロード後は、「OK」ボタンをクリックしてください。

ここから、「最終版の」PDFファイル
をダウンロードすることができます。

ここをクリックしてください。
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⑫ 「課題管理（学術研究助成基金助成金） 」画面が表示されます。今回実施状況
報告手続きを行った研究課題の「実施状況報告書」欄が、「所属研究機関受付中」

研究者

となっていれば手続き終了です。

この画面でも 収支状況報告書及び研究実施状況この画面でも、収支状況報告書及び研究実施状況
報告書の「最終版の」PDFファイルをダウンロードす
ることができます。
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Ⅳ．基金分における留意点Ⅳ．基金分における留意点

１．支払請求書について

２ 実施状況報告書２．実施状況報告書

３．基金分での２年目の留意点
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１ 支払請求について１．支払請求について

基金 年 支払請求＜基金分２年目の支払請求について＞

① スケジュール① スケジュール

※平成24年度支払予定額一覧の送付
①支払請求予定額の通知

H 24.2中旬

研
研
究

日
本
学②支払請求書の送信・提出

③支払請求書の送信・提出

H 24.3.6～H 24.3.19
H 24.3.19期限

研
究
機
関

究
代
表

学
術
振

④助成金の送金
⑤助成金を受領した旨の伝達

H 24.4上旬

関
者 興

会

※ 交付申請書から前倒し支払請求書、補助事業期間延長承認申請書で
の変更を反映した平成２４年度の支払予定額となっていますの変更を反映した平成２４年度の支払予定額となっています。
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② 所要見込額について② 所要見込額について
所要見込額

その年度（平成２ 年度）の研究活動の遂行その年度（平成２４年度）の研究活動の遂行
に必要な研究費総額。

未使用見込額

前年度（平成２３年度）に使用せず、繰り越す
見込みの研究費の額。

請求額請求額

「所要見込額」から「未使用見込額」を差し引
いた研究費の額。

平成２４年度に請求する金額。

例）
平成２３年度 平成２４年度平成２３年度 平成２４年度

未使用見込額 請求額300,000円

1,000,000円

所要見込額
使用（見込）額 1,200,000円

300,000円

, , 円

, 円
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③ 分割請求について③ 分割請求について

補助金分と基金分の新規採択課題で
は『請求額』の、基金分の継続課題で
は『所要見込額』の直接経費が３００は『所要見込額』の直接経費が３００
万円以上になる場合が対象です。

前期分・後期分の金額は、執行計画
に沿ってその時々に必要な額を入力
して下さい。

分割請求の内容について、執行計画
の確認を求める場合がありますの確認を求める場合があります。
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④ 請求額の変更④ 請求額の変更
≪請求額≠支払（請求）予定額の場合≫
請求額が支払予定額一覧に記載の金額と
異なる場合異なる場合、

変更後の各年度の請求（予定）額
研究実施計画の変更点研究実施計画の変更点

の入力が必要となります。

これに加えて、前倒しにより平成２４年度
の請求額が増額となる場合には、

前倒し支払請求の必要性、背景

後年度の交付予定額を減額しても研究
目的を達成できる理由目的を達成できる理由

の入力が必要です。

変更内容について、執行計画の確認を求
める場合があります。
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２ 実施状況報告書２．実施状況報告書

① 収支状 報告書① 収支状況報告書

最終年度を除く、毎年度、当該年
度の進捗状況を収支状況報告書
で提出する必要があります。

収支状況報告書では、３月３１日
時点の支出状況に基づいて報告時点の支出状況に基づいて報告
頂きます。

補助金とは異なり この報告書を補助金とは異なり、この報告書を
もって額の確定は行いません。
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②研究実施状況報告書②研究実施状況報告書

収支状況報告書と同様、最終年度を除く、
毎年度、当該年度の進捗状況を研究実施
状況報告書で提出する必要があります。

収支状況報告書で次年度使用額がある
場合は 次年度の研究費の使用計画を記場合は、次年度の研究費の使用計画を記
載する必要があります。
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３ 基金分での２年目の留意点３．基金分での２年目の留意点
① 研究分担者の追加・削除
⇒ 研究分担者変更承認申請書（様式Ｆ－ ９）の提出が必要です。研究分担者変更承認申請書（様式Ｆ ９）の提出が必要です。

補助金では交付申請時に研究分担者の追加・削除が行えますが、基金では２年目以
降の交付申請が無いため、適宜、研究分担者変更承認申請書の提出が必要です。

② 所属研究機関の変更
⇒ 研究代表者所属研究機関変更届（様式Ｆ－１０）の提出が必要です。

補助金では交付内定時に「研究代表者の転出報告書」により報告出来ますが、基金で補助 交付 定時 研究代表者 転 報告書」 り報告 来 す 、
は２年目以降の交付内定が無いため、適宜、研究代表者所属研究機関変更届の提出
が必要です。
２年目の研究費の送金にあたっては支払請求時の研究機関へ送金されますので、支

払請求後に所属研究機関の変更があった場合には 変更前の研究機関で精算後 速払請求後に所属研究機関の変更があった場合には、変更前の研究機関で精算後、速
やかに変更後の研究機関へ送金下さい。

③ 直接経費・間接経費の繰越③ 直接経費・間接経費の繰越
⇒ 事前の繰越手続きは必要ありません。

補助金と異なり、事前の手続きを経ることなく２年目へ繰り越すことが可能です。
繰り越した直接経費は実施状況報告書で 間接経費は間接経費執行実績報告書（様繰り越した直接経費は実施状況報告書で、間接経費は間接経費執行実績報告書（様

式Ｂ－７，Ｅ－７）で報告頂く必要があります。
基金分の間接経費のみを受け入れている場合は様式Ｅ－７で、それ以外の場合は様

式Ｂ－７でまとめて報告して下さい。式 でまとめて報告して下さ 。
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科研費電子申請

●e‐Radと科研費電子申請システムとの研究者情報の連携 別紙

e‐Rad
科研費電子申請

システム
e‐Radから、研究者の氏名、科研費部局
番号（404 工学部等）、科研費職番号と
いった研究者情報を取得しています。いった研究者情報を取得しています。
e‐Radの部局番号（01,02,03……等）は取
得していません。

※ R dで修正した研究者情報は 科研費電子申請システムに反映されます※ e‐Radで修正した研究者情報は、科研費電子申請システムに反映されます。
※ 科研費電子申請システム上では、科研費部局番号、科研費職番号が使用

されます。e‐Radの部局番号は使用されません。

×e‐Rad
科研費電子申請×e‐Rad

システム
科研費電子申請システムからの研究科研費電子申請シ テ からの研究
者情報の取得は行っていません。

※ 科研費電子申請システム上で研究者情報を修正しても、e‐Radには反映されません。

→ 研究者情報の修正が必要な場合は、必ずe‐Radの研究者情報を修正してください。


